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補正箇所を   又は   で示す。 
 

変 更 前 変 更 後 備考 

添付資料１ 

変更後の廃止措置計画書 

 

廃止措置の方法，工程及び安全対策（概要） 

 

1. 廃止措置の方法 

 （省略） 

1.2.3 放射線管理に関する方針 

  放射線業務従事者及び周辺公衆の被ばくが線量告示に定められている線

量限度を超えないことはもとより，合理的に達成可能な限り低減するよう

に，適切な除染方法，機器解体工法及び機器解体手順を策定する。 

  放射線業務従事者の被ばく低減のために，汚染された機器は，必要に応じ

て系統除染を実施する。機器解体に当たり，放射線レベルの高い区域で作業

を行う場合は，遠隔操作装置，遮蔽を用いるとともに，汚染拡大防止措置等

を施す。 

  周辺公衆の被ばくを低減させるため，放射性気体廃棄物及び放射性液体

廃棄物は，再処理事業指定申請書の記載の方法に従って適切に処理を行っ

て放出管理し，平常時における周辺公衆の被ばく線量の評価結果が，再処理

事業指定申請書に記載の値を超えないようにする。 

  廃止措置段階における放射性廃棄物の放出管理に当たっては，放射性物

質に起因する被ばく線量を低くするための措置を合理的に達成可能な限り

講ずる観点から，放出管理目標値（廃止措置計画に定める年間の最大放出量

等）を定め，廃止措置の進捗に応じて，適宜，これを見直す。工程洗浄後の

年間の放出管理目標値をこれまでの放出実績等から表 1-2-1，表 1-2-2 に

示すとおり定め，これを再処理施設保安規定にて管理する。 

（省略） 

 

2. 廃止措置の工程 

（省略） 

2.2 当面の実施工程 

  再処理維持基準規則を踏まえた安全対策に関する工程を表 1-5-2 に，工

程洗浄に関する工程を表 1-5-3 に，系統除染第一段階に関する工程を表 1-

5-4に，ガラス固化処理に関する工程を表 1-5-5 に示す。 

（省略） 

 

 

 

 

 

添付資料１ 

変更後の廃止措置計画書 

 

廃止措置の方法，工程及び安全対策（概要） 

 

1. 廃止措置の方法 

 （変更なし） 

1.2.3 放射線管理に関する方針 

  放射線業務従事者及び周辺公衆の被ばくが線量告示に定められている線

量限度を超えないことはもとより，合理的に達成可能な限り低減するよう

に，適切な除染方法，機器解体工法及び機器解体手順を策定する。 

  放射線業務従事者の被ばく低減のために，汚染された機器は，必要に応じ

て系統除染を実施する。機器解体に当たり，放射線レベルの高い区域で作業

を行う場合は，遠隔操作装置，遮蔽を用いるとともに，汚染拡大防止措置等

を施す。 

  周辺公衆の被ばくを低減させるため，放射性気体廃棄物及び放射性液体

廃棄物は，再処理事業指定申請書の記載の方法に従って適切に処理を行っ

て放出管理し，平常時における周辺公衆の被ばく線量の評価結果が，再処理

事業指定申請書に記載の値を超えないようにする。 

  廃止措置段階における放射性廃棄物の放出管理に当たっては，放射性物

質に起因する被ばく線量を低くするための措置を合理的に達成可能な限り

講ずる観点から，放出管理目標値（廃止措置計画に定める年間の最大放出量

等）を定め，廃止措置の進捗に応じて，適宜，これを見直す。工程洗浄後の

年間の放出管理目標値をこれまでの放出実績等から表 1-2-1，表 1-2-2 に

示すとおり定め，これを再処理施設保安規定にて管理する。 

（変更なし） 

 

2. 廃止措置の工程 

 （変更なし） 

2.2 当面の実施工程 

  再処理維持基準規則を踏まえた安全対策に関する工程を表 1-5-2 に，工

程洗浄に関する工程を表 1-5-3 に，系統除染第一段階に関する工程を表 1-

5-4に，ガラス固化処理に関する工程を表 1-5-5 に示す。 

 （変更なし） 
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補正箇所を   又は   で示す。 
 

変 更 前 変 更 後 備考 

 

表 1-2-1 放射性気体廃棄物の放出管理目標値 
（主排気筒，第一付属排気筒及び第二付属排気筒の合計） 

  

核種 年間の放出管理目標値(GBq) 

８５
Ｋｒ 3.4×105 

３Ｈ 1.0×104 

１４Ｃ 1.2×103 

１２９Ｉ 3.4×10-1 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-2-1 放射性気体廃棄物の放出管理目標値 
（主排気筒，第一付属排気筒及び第二付属排気筒の合計） 

 

区分 年間の放出管理目標値(GBq) 

主 

要 

核 

種 

８５
Ｋｒ 3.4×105 

３Ｈ 1.0×104 

１４Ｃ 1.2×103 

１２９Ｉ 3.4×10-1 

α線を放出する 

放射性物質 

(全α放射能) 

1.0×10
-2
 

α線を放出しない 

放射性物質 

(全β放射能) (注 1) 

1.7 

(注 1) 主要核種を除くα線を放出しない放射性物質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「核原料物質又は核燃料物質

の製錬の事業に関する規則

等の規定に基づく線量限度

等を定める告示」の要求事項

との関係を明確にするため，

α線を放出する放射性物質

(全α放射能)及びα線を放出

しない放射性物質(全β放射

能)の年間の放出管理目標値

の追加並びに記載の適正化 
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補正箇所を   又は   で示す。 
 

変 更 前 変 更 後 備考 

 

表 1-2-2 放射性液体廃棄物（処理済廃液）の放出管理目標値 
 

核種 年間の放出管理目標値(GBq) 

３
Ｈ 4.0×104 

９０Ｓｒ 8.6×10-1 

１３７Ｃｓ 2.6 

１２９Ｉ 2.6×10-1 

Ｐｕ(α) 1.2×10-1 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-2-2 放射性液体廃棄物（処理済廃液）の放出管理目標値 
 

区分 年間の放出管理目標値(GBq) 

３
Ｈ 4.0×104 

９０Ｓｒ 8.6×10-1 

１３７Ｃｓ 2.6 

１２９Ｉ 2.6×10-1 

Ｐｕ(α) 1.2×10-1 

α線を放出する 

放射性物質 

(全α放射能) 

1.2×10-1 

α線を放出しない 

放射性物質 

(全β放射能) (注 1) 

3.5 

(注 1) ３Ｈを除くα線を放出しない放射性物質 

 

 

 

 

 

○記載の適正化(α線を放出す

る放射性物質(全α放射能) 
の年間の放出管理目標値と

して，Pu(α)の年間の放出管

理目標値を追加，α線を放出

しない放射性物質(全β放射

能)の年間の放出管理目標値

として，90Sr 及び 137Cs の年

間の放出管理目標値の合計

を追加) 
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補正箇所を   又は   で示す。 
 

変 更 前 変 更 後 備考 

 

表 1-5-4 系統除染第一段階に関する工程※1 

 

 

表 1-5-4 系統除染第一段階に関する工程※1 

 

 

 

○系統除染第一段階の実施時

期の変更 
 

 

 


